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　岩石試験については，岩盤区分毎にボーリングコア，試掘坑等か

ら採取した試料を用いて，物理試験，一軸圧縮試験，圧裂試験，三

軸圧縮試験等を実施している。

　このうち，淡灰色火山礫凝灰岩については，図一1に示す原子炉建

屋位置付近のボーリング孔等から採取した試料の試験は，原子炉建

屋位置付近を除く敷地内のボーリング孔から採取した試料の試験に

比べて強度が小さいという結果（図一2）が得られている。

　このため，淡灰色火山礫凝灰岩の岩石物性の場所的なバラツキを

検討する目的から，敷地内で実施した25孔のボーリングコアを対象

に淡灰色火山礫凝灰岩の原子炉建屋基礎底面地盤となる層準で1m

間隔にエコーチップ反発度を測定している。エコーチップ反発度は，

一軸圧縮強度を含め岩石材料の強度・変形特性と相関があることが

知られている（1）（2）。

　図一3に25孔の淡灰色火山礫凝灰岩の同一層準でのエコーチップ反

発度の結果を示す。図一3によれば，原子炉建屋位付近のボーリング

のエコーチップ反発度は平均的な値を示しているのに対して，原子

炉建屋位置付近を除く敷地内のボーリングRR－106孔等のエコーチッ

プ反発度は，他のボーリングに比べて特に大きな値を示している。

　したがって，淡灰色火山礫凝灰岩の岩石試験結果としては，エコ

ーチップ反発度の高いRR－106孔等の原子炉建屋位置付近を除く敷地

内のボーリング孔から採取した試料を除外して原子炉建屋位置付近

から採取した試料により取りまとめることとしている。
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　一方，RR－106孔より採取した試料を用いた凝灰角礫岩の一軸圧縮

試験結果は，図一4に示すように他のボーリング孔より採取した試料

の結果よりも大きくなっている。

　これは，淡灰色火山礫凝灰岩と凝灰角礫岩との間には明瞭な境界

は認められず，両者はほぼ同時に堆積していることからRR－106孔の

凝灰角礫岩の基質は淡灰色火山礫凝灰岩と同質とみなせることによ

るとしている。

　したがって，凝灰角礫岩については，礫が多いためエコーチップ

による評価を行えないが，淡灰色火山礫凝灰岩のエコーチップ反発

度の極端に高いRR－106孔より採取した試料の試験結果を除いて物性

の評価を行うとしている。
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図一2　淡灰色火山礫凝灰岩の岩石試験結果図
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